
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会場 
神奈川県立かながわ女性センター 

２階会議室２･３ 
〒251-0036 神奈川県藤沢市江の島 1－11－1 

☎０４６６-２７-２１１１㈹ 

交通：小田急江ノ島線「片瀬江ノ島駅」下車徒歩１５分 

 

■開催日 

2011 年 

1 月29 日(土) 
（当日 9 時 30 分 開場） 

■参加費 

会員  2,000 円 

当事者  500 円 

学生  1,000 円 

一般  3,000 円 

基基基基    調調調調    講講講講    演演演演    
        

 
 

 

 

講師：小澤温氏 
（東洋大学教授/ 

/総合福祉部会構成員） 

これからのこれからのこれからのこれからの新新新新たなたなたなたな    

障害者福祉障害者福祉障害者福祉障害者福祉制度制度制度制度についてについてについてについて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■当日プログラム■ 
9:30 ≪開場≫ 受付開始 

  

10：00～10：15 開会式   主催者 挨拶 
  

10：15～12：00 ○○○○基調講演基調講演基調講演基調講演    小澤温氏（東洋大学教授・障がい者制度改革推進会議総合福祉部会構成員） 

テーマテーマテーマテーマ：：：：「「「「これからのこれからのこれからのこれからの新新新新たなたなたなたな障害者福祉制度障害者福祉制度障害者福祉制度障害者福祉制度についてについてについてについて」」」」    
  

12：00～13：00 ≪昼食≫ 
  

13：00～13：45 ○○○○厚生労働省報告厚生労働省報告厚生労働省報告厚生労働省報告 道躰正成氏(厚生労働省社会援護局障害保健福祉部障害福祉課課長補佐) 

テーマテーマテーマテーマ：「：「：「：「精神保精神保精神保精神保健福祉行政健福祉行政健福祉行政健福祉行政のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題」」」」    
  

14：00～16：00 ○ シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム    
テーマテーマテーマテーマ：「：「：「：「精神障害者精神障害者精神障害者精神障害者のののの地域生活支援地域生活支援地域生活支援地域生活支援におけるにおけるにおけるにおける変変変変えないものとえないものとえないものとえないものと変変変変えるものえるものえるものえるもの」」」」    

・シンポジスト 
 内山澄子氏 （かりん：千葉県） 

 田中隆博氏 （ホームプシケ：東京都） 

 村田剛氏 （ほっとステーション平塚：神奈川県） 

 谷健次氏 （鶴巻工房：神奈川県） 

・助言者  小沢温氏 

・司会  田中直樹氏（あみ事務局長） 
   

16：00 ≪終了≫    
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＊参加費（会員・賛助会員 2，０００円、当事者５００円、学生 1,000 円、一般 3，０００円）は当日受付にてお支払ください。 

＊申込締切 2012012012011111 年年年年 1111 月月月月 21212121 日日日日（金）必着 

   ■申込先/研修会事務局■ 

社会福祉法人藤沢ひまわり「グリーンウェーブ湘南」 担当：戸高 （神奈川県藤沢市西富 368-1） 

電話：（ＰＭ0 時～8 時）0466-28-5700 (それ以外)090-1116-8795 

ＦＡＸ：0466-28-5704（参加申込書送付先） 

 

「障がい者総合福祉法（仮称）」制定に関する動きとしては、２０１１年４月には、新法の骨格整理に着手することとさ

れています。それに向けて部会および課題別作業チームにおいては、法の理念・目的、支援体系、地域移行、地域生

活資源の整備、報酬体系等々、さまざまな重要課題についての論議が集中的に進められています。 

これまで私たちは、精神障害のある人たちの地域での生活に焦点を定め、地域で暮らす一人ひとりの生活の「多

様性」や「可変性」に応じた支援の充実をめざしてきました。 

新法制定に向けての動きを踏まえ、そこに対応しつつ、これまでのそして今後の支援のあり方について検証すべく

今年度のブロック研修会を開催するものとします。 

開催にあたって 


